全国大学人権教育交流会

《研究会のお知らせ》
○開催日時：2013年12月1日（日）13時30分～17時00分（受付は13時00分～）
○場　  所：関西学院大学　大阪梅田キャンパス　1406号教室（14階）
大阪市北区茶屋町19－19　アプローズタワー内

Tel：06－6485－5611　　　　　http://www.kwansei.ac.jp/kg_hub/
　　○参加費として、当日　1,500円（学生他は1,000円）いただきます。
	2013年9月1日に、「演劇表現の力とは」というテーマでシンポジウムを実施しました。そこでは、大学での、学生と知的障碍をもつ人が協働して演劇に取り組む活動、また聴覚に不自由をもつ人ともたない人が協働して演劇を通して自分たちの世界を表現する活動について、報告を受けました。このような両者の関係が新たな世界を生み出す力となっています。今回は、被差別部落と演劇、芸能活動について報告をしていただき、それらが生活や解放運動にどのような影響をもってきたのか、を考えて見たいと思います。

≪プログラム≫

13時30分～

「明治・大正演劇と西光万吉～～全国水平社と演劇水平社、水平社芸術連盟」
高橋　文義さん（歴史学者）

「被差別部落と芸能」

　太田　恭治さん
（元差別とたたかう文化会議事務局（1975年）、元人権博物館学芸員（～2009年）。
現在、“あとりえ西浜”主宰、花園大学非常勤講師）



　
○準備の都合上、参加予定の方はメールにてご連絡ください。当日参加もできます。

　　北山雅博　関西学院大学人権教育研究室　　Mail：masahi@kwansei.ac.jp

※詳細は全国大学人権教育交流会のホームページをご覧下さい。

http://zdaigakujinkenkyoikukoryukai.web.fc2.com/
※全国大学人権教育交流会の会員を募集しています。

希望者は、事務局（北山）までメールにてご連絡ください。

※2013年度分の会員更新手続きがまだの方は至急よろしくお願いいたします。
	お問い合わせ：

関西学院大学人権教育研究室　北山雅博
Mail： masahi@kwansei.ac.jp　　　Tel&Fax：0798－54－6720

または、日野謙一　　Mail： kr-hino@nifty.com


　　　明治・大正演劇と西光万吉～～全国水平社と演劇水平社、水平社芸術連盟　　　
◎高橋文義（たかはし　ふみよし）さん
　1947（昭和22）年12月23日生まれ。歴史研究者。コナン・ドイル、長沼弘毅、夢野久作、野間宏、中上健次、住井すゑ、西光万吉、探偵小説、幻想怪奇小説、部落文学、音楽、映画鑑賞その他全方位クロス系趣味人。
　水平社運動は創立当初、今日では想像できないほどの衝撃を日本社会に与えた。マスコミも応援し、大きな紙面を割いた。その高揚の中で、中心的指導者のひとり、西光万吉は演劇に注目し、戯曲を執筆した。西光の書いた作品は、観客の鼓動と一体化した、燃えるような演劇となって各地を経巡った。また大河内伝次郎などを生んだ第二新国劇でも、西光は戯作者として大きな位置にいた。
　　　　　　　　　　　　　　　　被差別部落と芸能　　　　　　　　　　　　　　　　
◎太田恭治（おおたきょうじ）さん
1948年生まれ。
元差別とたたかう文化会議事務局（1975年）元人権博物館学芸員（～2009年）。現在、“あとりえ西浜”主宰、花園大学非常勤講師。専門は被差別部落の文化。
　日本の被差別者のなりわいは、日本文化の伝統の根幹にかかわっている。能・狂言・歌舞伎・浄瑠璃・音曲をはじめ、あらゆる分野に及んでいる。現在もなお、旅回りの劇団をふくめ民間芸能に大きな基底を及ぼしている。多彩・多様な被差別部落の芸能の過去と現在をお話しいただきます。
≪会場案内≫
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